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第
五
回
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
開
研
究
会
概
要
日
時
二
〇
一
六
年
六
月
一
七
日
（
金
）
一
五
時
〜
一
六
時
三
〇
分
場
所
東
京
女
子
大
学
二
四
二
〇
一
教
室
報
告
者
小
檜
山
ル
イ
氏
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）
論
題
近
代
日
本
の
「
知
識
人
」
に
お
け
る
「
ホ
ー
ム
」
論
の
系
譜
概
要
意
外
な
こ
と
に
、
丸
山
眞
男
ほ
ど
広
い
視
野
を
持
っ
た
知
識
人
に
女
性
に
関
連
す
る
問
題
意
識
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
か
ら
本
報
告
は
出
発
し
て
い
る
。
女
性
に
関
連
す
る
問
題
群
は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
の
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
隆
盛
の
な
か
で
、
重
要
な
知
的
探
求
の
対
象
と
し
て
浮
上
し
た
。
そ
れ
は
主
に
女
性
た
ち
の
自
己
主
張
に
基
盤
を
置
い
て
発
展
し
、
Ｇ
Ｌ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
研
究
や
男
性
学
と
い
っ
た
展
開
も
生
ま
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
今
で
は
特
に
人
文
社
会
科
学
に
お
い
て
不
可
欠
の
観
点
と
な
り
つ
つ
あ
る
（
は
ず
だ
）、
と
い
う
の
が
、
一
般
的
に
は
も
っ
と
も
理
解
し
や
す
い
図
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
、
明
治
維
新
以
降
の
男
性
知
識
人
の
一
部
は
、
女
性
の
あ
る
べ
き
生
き
方
、
男
女
交
際
、
結
婚
、
家
、
家
庭
と
い
っ
た
問
題
を
盛
ん
に
論
じ
て
い
た
。
戦
後
の
丸
山
眞
男
が
研
究
上
の
情
熱
を
傾
け
た
福
沢
諭
吉
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
ホ
ー
ム
（
家
庭
）
論
を
中
心
に
据
え
て
、
彼
ら
の
議
論
の
系
譜
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
丸
山
眞
男
（
の
世
代
）
の
知
的
視
野
か
ら
な
ぜ
女
性
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
欠
落
し
た
の
か
を
考
え
た
。
な
お
、
当
日
は
以
下
の
よ
う
な
報
告
を
行
っ
た
。
は
じ
め
に
一
い
く
つ
か
の
前
提
⑴
「
知
識
人
」
と
は
？
⑵
家
、
家
族
、
近
代
家
族
、「
ホ
ー
ム
」（
家
庭
）
⑶
世
代
に
分
け
て
見
る
こ
と
で
わ
か
っ
て
く
る
も
の
二
は
じ
ま
り
と
し
て
の
明
六
社
（
啓
蒙
期
、「
天
保
の
老
人
」
世
代
）
⑴
一
八
七
三
年
設
立
の
啓
蒙
学
術
団
体
⑵
『
明
六
雑
誌
』
一
八
七
四
―
一
八
七
五
年
（
全
四
三
巻
）
⑶
女
性
に
関
わ
る
論
考
全
一
三
編
（
う
ち
五
編
は
森
の
「
妻
妾
論
」）：
一
夫
一
婦
論
と
賢
母
論
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三自
由
民
権
運
動
キ
リ
ス
ト
教
（
民
権
期
、
一
八
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
生
vs.
ま
れ
）
⑴
自
由
民
権
運
動
家
の
放
埒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
実
践
（
一
夫
一
婦
、
親
世
帯
と
の
別
居
）
⑵
例
外
（
？
）
と
し
て
の
植
木
枝
盛
（
一
八
五
七
―
一
八
九
三
）：
夫
婦
同
権
、
女
性
の
参
政
権
四
「
ホ
ー
ム
」
論
の
台
頭
（
社
会
改
良
期
、
一
八
六
〇
年
代
生
ま
れ
）
⑴
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
先
導
⑵
『
女
学
雑
誌
』（
一
八
八
五
―
一
九
〇
四
）
と
い
う
言
論
空
間
：
巌
本
善
治
（
一
八
六
三
―
一
九
四
二
）
⑶
内
村
鑑
三
の
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
」『
女
学
雑
誌
』
一
二
五
―
一
二
七
号
（
一
八
八
八
年
九
月
）（
東
京
婦
人
矯
風
会
西
部
部
会
で
の
講
演
の
筆
記
録
）
⑷
新
渡
戸
稲
造
の
「
ホ
ー
ム
」：「
教
育
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
⑸
徳
富
蘇
峰
（
一
八
六
三
―
一
九
五
七
）
と
『
家
庭
雑
誌
』（
一
八
九
二
―
一
八
九
八
）
五
国
家
主
義
の
台
頭
、
旧
民
法
、
明
治
民
法
（
天
皇
制
確
立
期
）
⑴
一
八
八
四
年
頃
か
ら
保
守
化
の
傾
向
⑵
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
六
―
一
九
四
四
）：『
勅
語
衍
義
』（
一
八
九
一
）、
穂
積
八
束
（
一
八
六
〇
―
一
九
一
二
）
⑶
穂
積
陳
重
（
一
八
五
六
―
一
九
二
六
）
―
―
穂
積
重
遠
（
一
八
八
三
―
一
九
五
一
）：「
日
本
家
族
法
の
父
」
⑷
「
家
」
の
実
質
的
崩
壊
、「
家
族
」
の
成
立
と
明
治
民
法
⑸
家
族
国
家
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
⑹
福
沢
諭
吉
に
よ
る
批
判
：「
日
本
婦
人
論
」『
日
本
婦
人
論
後
編
』『
品
行
論
』
（
一
八
八
五
）、『
男
女
交
際
論
』『
男
女
交
際
余
論
』（
一
八
八
六
）、『
日
本
男
子
論
』（
一
八
八
八
）、『
女
大
学
評
論
・
新
女
大
学
』（
一
八
九
九
）
六
社
会
主
義
の
混
沌
と
浪
漫
主
義
、「
文
化
生
活
」
へ
（
一
八
七
〇
年
代
生
ま
れ
）
⑴
（
前
期
）
浪
漫
主
義
に
お
け
る
「
恋
愛
」
と
「
恋
愛
結
婚
」
の
実
験
：
近
代
的
恋
愛
の
感
性
⑵
社
会
主
義
者
の
な
か
の
例
外
と
し
て
の
堺
利
彦
（
一
八
七
一
―
一
九
三
三
）：
中
流
社
会
の
「
家
庭
」
と
明
治
社
会
主
義
⑶
文
化
生
活
運
動
：
ホ
ー
ム
論
の
新
展
開
と
し
て
お
わ
り
に
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― 28 ―
― 29 ―
